
は
じ
め
に

　

本
論
は
、
２
０
１
０
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
新

た
な
時
代
の
う
ね
り
、
田
園
回
帰
と
縁
辺
革
命

の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
２
０
２
０
年

代
以
降
に
お
け
る
循
環
型
社
会
へ
の
進
化
可
能

性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
地
方
、
特

に
「
田
舎
の
田
舎
」
に
こ
そ
、
持
続
可
能
な
未

来
へ
と
先
着
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
論
じ

る
。

「
縁
辺
革
命
」
と
し
て
の
田
園
回
帰
と

「
１
％
戦
略
」

　

５
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
２
０
１
４
年
、

「
日
本
創
成
会
議
」
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で
の

国
勢
調
査
デ
ー
タ
を
基
に
「
消
滅
可
能
性
自
治

体
」
の
リ
ス
ト
が
発
表
さ
れ
、
全
国
的
に
衝
撃

が
走
っ
た
。
私
は
、
最
新
の
２
０
１
５
年
国
勢

調
査
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
２
０
１
０
年
代
前
半

に
お
け
る
地
域
人
口
の
動
向
と
今
後
の
人
口
予

測
を
実
施
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
「
日
本
創

成
会
議
」
の
予
測
と
は
全
く
異
な
る
現
象
を
見

出
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
「
消
滅
可
能
性
」
と
さ

れ
て
い
た
縁
辺
部
の
離
島
や
山
間
部
、
つ
ま
り

「
田
舎
の
田
舎
」
に
あ
る
数
十
の
縁
辺
自
治
体

で
、
若
い
世
代
の
人
口
を
取
り
戻
し
始
め
て
い

る
の
だ
。

　

表
１
は
、
社
会
増
減
率
に
つ
い
て
、
過
疎
指

定
市
町
村
上
位
20
位
を
示
し
た
も
の
だ
。
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
離
島
や
山
間
部
と
い
っ
た
縁
辺
性

の
高
い
小
規
模
な
自
治
体
と
な
っ
て
い
る
。
過

疎
指
定
市
町
村
全
体
に
お
い
て
も
、
１
割
を
超

え
る
11
・
７
％
の
93
自
治
体
が
社
会
増
を
達
成

し
て
い
る
。

　

私
の
分
析
で
は
、
過
疎
指
定
市
町
村
全
体
の

９
割
近
い
７
０
３
自
治
体
（
88
・
２
％
）
で

は
、
１
年
当
た
り
人
口
１
％
分
未
満
の
定
住
増

加
で
、
長
期
的
な
子
ど
も
人
口
（
14
歳
以
下
）

の
安
定
が
達

成
で
き
る
こ

と
が
わ
か
っ

て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
子

ど
も
人
口
安

定
化
に
必
要

な
定
住
増
加

を
６
１
６
の

全
域
過
疎
指

定
市
町
村
で

合
算
し
て
み
て
も
、
そ
の
合
計
人
数
は
１
年
当

た
り
５
７
︐０
２
４
人
で
し
か
な
い
（
人
口
の

０
・
73
％
分
）。
そ
し
て
、
子
ど
も
人
口
だ
け

で
な
く
、
総
人
口
と
高
齢
化
率
の
長
期
安
定
化

と
い
う
よ
り
厳
し
い
同
時
達
成
条
件
を
つ
け

て
も
、
全
域
過
疎
指
定
市
町
村
に
求
め
ら
れ

る
１
年
当
た
り
の
定
住
増
加
人
数
は
、
８
９
︐

２
９
８
人
（
人
口
比
１
・
15
％
）
に
留
ま
る
。

実
は
２
０
１
６
年
に
お
け
る
東
京
圏
の
入
超

は
、
11
万
７
︐８
６
８
人
に
達
し
て
い
る
の
だ

（
総
務
省
）
。

　

人
口
減
少
社
会
だ
か
ら
と
言
っ
て
あ
き
ら
め

る
の
で
は
な
く
、
将
来
的
に
は
一
番
非
持
続
的

な
東
京
一
極
集
中
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
れ
ば
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会

総
合
研
究
所

　
所
長

藤
山
　
浩

田
舎
の
田
舎
か
ら
持
続
可
能
な
未
来
へ

～
循
環
型
社
会
へ
の
先
着
〜

順位 県名 市町村名 増減率
1 鹿児島県 十島村 27.7%
2 新潟県 粟島浦村 17.2%
3 沖縄県 与那国町 17.2%
4 沖縄県 渡名喜村 11.1%
5 島根県 海士町 9.4%
6 島根県 知夫村 8.3%
7 高知県 大川村 7.1%
8 島根県 西ノ島町 6.5%
9 広島県 大崎上島町 6.2%
10 沖縄県 座間味村 5.7%
11 愛知県 東栄町 5.6%
12 和歌山県 北山村 5.3%
13 北海道 ニセコ町 4.9%
14 北海道 厚真町 4.3%
15 沖縄県 竹富町 4.0%
16 高知県 北川村 4.0%
17 山口県 阿武町 3.9%
18 福島県 金山町 3.1%
19 宮崎県 木城町 3.1%
20 長野県 生坂村 3.0%

＊2010年の0歳から64歳人口と2015年の
5歳から69歳人口を比較し、人口の自然減
相当分を差し引き算出

＊出典：「地域人口ビジョンをつくる」
＊網かけは、離島自治体

表 1　社会増減率上位 20
（過疎指定市町村 2010 〜 2015 年）
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全
域
過
疎
指
定
の
全
市
町
村
に
必
要
な
定
住
増

加
は
十
分
対
応
で
き
る
。
全
国
の
中
で
も
状

況
の
厳
し
い
市
町
村
に
お
い
て
も
、「
人
口
の

１
％
戦
略
」
の
有
効
性
が
立
証
さ
れ
た
意
義
は

大
き
い
。

「
規
模
の
経
済
」
か
ら
「
循
環
の
経
済
」
へ
パ

ラ
ダ
イ
ム
転
換

　

こ
の
よ
う
な
「
田
舎
の
田
舎
」
に
お
け
る
人

口
取
り
戻
し
が
少
数
の
例
外
的
な
も
の
に
留
ま

ら
ず
、
数
十
の
縁
辺
自
治
体
で
同
時
に
起
き
て

い
る
こ
と
は
、
世
の
中
の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム

に
一
種
の
「
地
殻
変
動
」
が
起
き
て
い
る
こ
と

を
意
味
す
る
。

　

今
や
、
こ
の
半
世
紀
以
上
続
い
て
き
た
大
規

模
・
集
中
型
の
成
長
志
向
の
文
明
は
、
明
ら
か

に
限
界
を
迎
え
て
い
る
。
高
度
経
済
成
長
や
バ

ブ
ル
経
済
を
経
験
し
た
50
代
以
上
の
「
お
じ
さ

ん
」
の
中
に
は
、
い
ま
だ
に
、「
夢
よ
、
も
う

一
度
」
的
な
「
成
長
幻
想
」
に
し
が
み
つ
く
人

も
い
る
。
だ
が
、
自
然
界
を
見
渡
し
て
も
、
無

限
の
量
的
な
拡
大
を
続
け
る
生
物
は
無
い
。
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
が
ん
細
胞
」
の
よ
う

な
存
在
で
あ
り
、
自
ら
も
破
局
へ
と
進
む
。

　

そ
れ
ま
で
の
地
方
で
の
循
環
に
重
き
を
置

い
た
「
自
給
の
経
済
」
を
押
し
つ
ぶ
し
、

１
９
６
０
年
代
か
ら
本
格
化
し
た
「
大
規
模
・

集
中
・
専
門
化
・
遠
隔
化
」
に
基
づ
く
「
規
模

の
経
済
」
は
、
大
店
法
が
改
悪
さ
れ
地
方
都
市

の
中
心
街
を
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
に
変
え
て
い
っ
た

21
世
紀
初
頭
、
完
成
を
見
た
。
そ
の
途
端
、
今

ま
で
の
成
長
路
線
が
、
農
山
村
か
ら
始
ま
り
、

次
は
団
地
、
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
地
域
社
会

の
「
使
い
捨
て
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

に
、
人
々
は
気
付
き
始
め
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
無
縁
社
会
化
の
み
な
ら
ず
、
地
元
経
済

の
衰
退
、
地
球
規
模
に
も
及
ぶ
環
境
の
限
界
そ

し
て
東
日
本
大
震
災
に
代
表
さ
れ
る
災
害
へ
の

脆
弱
性
と
い
っ
た
限
界
状
況
が
近
年
同
時
に
顕

わ
に
な
っ
て
き
た
。
短
期
的
に
は
効
率
的
に
見

え
た
「
大
規
模
・
集
中
」
は
、
長
い
目
で
見
る

と
、
極
め
て
大
き
な
コ
ス
ト
を
私
た
ち
の
社
会

に
課
し
て
い
た
の
だ
。
２
０
１
０
年
代
か
ら
の

田
園
回
帰
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
全
面
的
な
持

続
性
危
機
か
ら
の
エ
ク
ソ
ダ
ス
（
脱
出
）
と
言

え
よ
う
。

　

田
園
回
帰
は
、
単
に
「
規
模
の
経
済
」
の
限

界
か
ら
の
逃
避
で
は
な
い
。
２
０
２
０
年
代
か

ら
の
到
来
が
確
実
視
さ
れ
る
３
つ
の
革
命
、

す
な
わ
ち
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」、

「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
革
命
」、「
Ｉ
ｏ

Ｔ
革
命
」
は
、
い
ず
れ
も
条
件
不
利
と
さ
れ
て

き
た
農
山
村
に
お
い
て
、
小
規
模
・
分
散
・
複

合
化
・
近
隣
循
環
に
基
づ
く
「
共
生
循
環
圏
」

の
実
現
を
促
す
強
力
な
追
い
風
と
な
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
今
や
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主

役
に
躍
り
出
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

元
々
農
山
村
に
広
範
に
存
在
す
る
も
の
で
あ

り
、
小
規
模
・
分
散
か
つ
近
隣
循
環
の
生
産
供

給
シ
ス
テ
ム
で
こ
そ
、
真
価
を
発
揮
す
る
。
そ

う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
盤
の
上
に
、
従
来
マ
イ

カ
ー
依
存
に
よ
り
莫
大
な
費
用
を
要
し
て
き
た

交
通
分
野
に
お
い
て
も
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
に
よ
り

自
動
運
転
や
配
送
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
等
を

複
合
的
に
実
現
す
れ
ば
、
真
の
意
味
で
持
続
可

能
な
循
環
型
社
会
へ
と
先
着
す
る
可
能
性
を
有

し
て
い
る
。
冒
頭
に
紹
介
し
た
縁
辺
革
命
の
小

規
模
自
治
体
も
、
外
部
か
ら
の
「
借
り
物
」
の

豊
か
さ
で
は
な
く
、
自
前
の
資
源
に
根
ざ
し
た

新
た
な
生
態
系
、
循
環
系
を
創
り
始
め
て
い
る

地
域
に
こ
そ
人
々
は
還
り
始
め
て
い
る
と
、
私

は
考
え
て
い
る
。

経済原理 〈時給の経済〉
まとまり

〈規模の経済〉
分断

〈循環の経済〉
つながり

年代 〜1959年 1960年〜2010年 2011年〜

時期 戦後復興〜 高度経済成長〜 東日本大震災〜

国土構造 都市・農産村並立 臨海大都市集中 田園回帰

規模 中小規模 大規模 ＋ 小規模

配置 分　散 集　中 ＋ 分散化

分野 多様性 専門化 ＋ 複合化

空間連携 地方経済圏 遠隔化 ＋ 近隣循環

基本単位 地方都市 ＆ 地元 全国一律 & グローバル 郷（＝共生循環圏）
& 都市パートナーエリア

災
害
へ
の
脆
弱
性

環
境
の
限
界

無
縁
社
会
化

地
元
経
済
の
衰
退

持続性危機 「
共
生
循
環
圏
」

図 1　経済のパラダイム転換
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想
定
さ
れ
る
3
層
の
循
環
圏
レ
ベ
ル

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
文
明
転
換
と
も
い
う
べ

き
新
た
な
経
済
原
理
の
時
代
に
お
い
て
、
地
域

社
会
を
ど
の
よ
う
な
形
に
再
構
築
し
て
い
く
べ

き
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

私
た
ち
は
、
今
こ
そ
、
最
も
長
続
き
し
て
き

た
循
環
系
で
あ
る
生
き
物
の
身
体
や
多
様
な
生

物
種
が
織
り
な
す
生
態
系
に
そ
の
範
を
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
共
通
す
る
循
環

の
基
本
ユ
ニ
ッ
ト
を
つ
く
り
、
そ
こ
を
土
台
に

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
に
重
層
的
か
つ
開
放
的
な
循

環
圏
を
構
築
す
る
方
式
だ
。

　

人
間
も
動
植
物
も
そ
の
基
本
単
位
は
「
細

胞
」
で
あ
る
。
す
べ
て
の
「
細
胞
」
は
、
情
報

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
核
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
も
有
す
る
自
律

的
な
循
環
圏
と
な
っ
て
い
る
。「
細
胞
」
の
中

に
は
血
管
も
神
経
も
通
っ
て
お
ら
ず
、
栄
養
素

等
も
異
な
る
原
理
・
機
能
・
方
式
に
よ
り
最

小
コ
ス
ト
で
内
部
循
環
し
て
い
る
。
こ
の
「
細

胞
」
を
す
べ
て
の
土
台
と
し
て
、
循
環
系
を
重

層
的
に
創
造
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
大
小
様
々

な
生
態
系
が
紡
が
れ
て
地
球
全
体
の
生
態
系
を

成
り
立
た
せ
て
い
る
中
に
、
人
間
の
活
動
を
織

り
込
ん
で
い
く
の
だ
。

　

私
た
ち
の
未
来
の
循
環
型
社
会
を
支
え
る
循

環
圏
は
、
３
つ
の
階
層
で
構
成
さ
れ
る
（
図

２
）
。

　

最
も
基
本
的
な
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
生
き
物
の

「
細
胞
」
に
相
当
す
る
も
の
が
「
循
環
自
治

区
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
地
元
の
自
然
資
源

が
生
み
出
す
食
料
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大

限
活
用
し
、
施
設
や
交
通

機
関
も
可
能
な
限
り
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
で
効
率
化
す

る
。
こ
こ
は
、「
蹴
落
と

し
合
い
」
の
競
争
原
理
で

は
な
く
、「
助
け
合
い
」

の
共
生
原
理
が
優
越
す
る

ゾ
ー
ン
な
の
だ
。
地
形
や

地
域
特
性
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
る
が
、
集
落
を
束

ね
た
概
ね
３
０
０
人
か
ら

３
︐０
０
０
人
程
度
の
一

次
生
活
圏
が
、
こ
の
「
循

環
自
治
区
」
を
創
設
す
る

土
俵
と
な
る
。

　

次
に
、
「
循
環
自
治
区
」
は
現
在
の
地
方
都

市
圏
レ
ベ
ル
（
３
万
人
～
30
万
人
程
度
）
で
ま

と
ま
り
、
二
次
循
環
圏
と
し
て
の
「
定
住
循

環
圏
」
を
形
作
る
。「
定
住
循
環
圏
」
で
は
、

「
循
環
自
治
区
」
で
は
揃
わ
な
い
資
源
や
機
能

を
補
完
的
に
提
供
し
合
う
。
例
え
ば
流
域
圏
内

で
融
通
す
る
構
図
だ
。
昔
栄
え
て
き
た
地
方
都

市
中
心
部
の
市
場
も
そ
う
し
た
再
分
配
機
能
を

果
た
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
定
住
循
環
圏
で
す
べ
て
の
資

源
や
機
能
が
自
給
循
環
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。
大
学
病
院
や
百
貨
店
の
よ
う
に
高
次
な
も

の
は
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
や
都
道
府
県
単
位
の
「
三

次
循
環
圏
で
相
互
利
用
す
る
と
共
に
、
そ
こ
か

ら
全
国
や
海
外
と
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
の
三
層
の
循
環
圏
ご
と
に
、
異
な
っ

た
原
理
・
機
能
・
方
式
で
働
く
拠
点
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
設
計
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
、

「
循
環
自
治
区
」
に
は
、
日
々
の
暮
ら
し
を
支

え
る
複
合
的
な
「
小
さ
な
拠
点
」
が
ミ
ニ
マ
ム

な
生
活
ニ
ー
ズ
に
応
え
、「
定
住
循
環
圏
」
と

「
三
次
循
環
圏
」
で
は
、
下
位
と
上
位
の
循
環

圏
を
つ
な
ぐ
「
ハ
ブ
拠
点
」
を
必
要
と
す
る
。

輸
送
の
モ
ー
ド
も
、
上
位
か
ら
下
位
に
行
く
に

し
た
が
っ
て
、
専
門
性
か
ら
複
合
性
へ
と
切
り

替
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
未
来
社
会
の
設
計
図
を
描
く

と
、「
田
舎
の
田
舎
」
こ
そ
、
自
然
資
源
へ
の

近
接
性
を
活
か
し
、
循
環
性
が
高
く
他
地
域
に

負
担
を
か
け
な
い
エ
リ
ア
と
し
て
、
持
続
可
能

な
未
来
に
先
着
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。

図 2　想定される三層の循環圏の構築
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「
循
環
自
治
区
」
＝
１
，０
０
０
人
の
村
の
お

金
の
流
れ
を
組
み
直
す

　

今
後
構
築
し
て
い
く
循
環
型
社
会
に
お
け
る

基
本
単
位
＝
循
環
自
治
区
の
具
体
的
な
あ
り
方

を
考
え
て
い
く
た
め
に
は
、実
際
ど
の
よ
う
に
お

金
が
流
れ
て
い
る
か
を
把
握
し
て
お
か
な
い
と
、

単
な
る
理
想
論
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。そ
こ
で
、各

分
野
の
デ
ー
タ
を
集
約
し
、中
山
間
地
域
に
お
い

て
１
︐０
０
０
人（
４
０
０
世
帯
）が
居
住
し
て

い
る
村
を
想
定
し
て
、お
金
の
流
れ
を
具
体
的
に

描
い
て
み
た（
図
３
）。１
人
当
た
り
２
０
０
万

円
強
の
平
均
所
得
を
基
に
す
る
と
、全
体
で
20
億

円
強
の
住
民
所
得
と
な
る
。支
出
で
大
き
い
分
野

は
、今
や
医
療
と
介
護
費
用
と
な
っ
て
お
り
、合

わ
せ
て
約
６
億
円
に
も
上
る
。私
の
研
究
所
の
調

査
分
析
に
よ
れ
ば
、地
域
づ
く
り
と
生
涯
現
役
型

の
農
林
漁
業
が
息
づ
い
て
い
る「
田
舎
の
田
舎
」

ほ
ど
、お
達
者
度
が
高
く
介
護
費
用
を
大
き
く

浮
か
せ
て
い
る
傾
向
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。１
割

の
お
達
者
度
の
改
善
は
、６
︐０
０
０
万
円
の
介

護
費
用
削
減
と
な
る
の
だ
。

　

日
々
の
生
活
を
支
え
る
出
費
の
御
三
家
は
、

食
費
・
交
通
費
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
だ
。
そ
れ
ぞ

れ
２
億
円
以
上
が
使
わ
れ
、
合
計
で
約
８
億
円

と
所
得
額
の
３
分
の
１
以
上
を
占
め
て
い
る
。

問
題
は
、
こ
れ
ら
の
出
費
の
大
部
分
が
域
外
へ

流
出
し
て
い
る
こ
と
だ
。

　

推
計
す
る
と
、食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
・
交
通
に
関

す
る
支
出
の
大
半（
例
え
ば
８
億
円
中
の
６
億

円
）が
域
外
に
流
れ
出
て
い
る
。こ
の
ま
ま
で
は
、

今
後
30
年
の
間
に
、合
計
１
８
０
億
円
も
の
巨

額
を
失
う
こ
と
に
な
る
。そ
こ
で
、食
料
・エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
は
、「
田
舎
の
田
舎
」ほ
ど
余
力
の

あ
る
農
地
・
森
林
資
源
を
背
景
と
し
て
、耕
作
放

棄
地
の
解
消
や
産
直
市
・
地
元
食
堂
の
創
設
そ

し
て
熱
電
供
給
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

整
備
と
い
っ
た
域
内
投
資
を
行
い
、地
産
地
消
度

を
年
々
高
め
て
い
く
。そ
の
効
果
は
、域
外
流
出

額
の
減
少
と
域
内
所
得
の
向
上
に
よ
り
ダ
ブ
ル

で
現
れ
る
。ま
た
、中
山
間
地
域
の
ウ
ィ
ー
ク
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
交
通
は
、共
同
車
両
利
用
の
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
Ｅ
Ｖ
化
を
進
め
、大
き
く
支
出

を
減
じ
て
い
く
。

　

も
ち
ろ
ん
、都
会
の
株
式
市
場
の
よ
う
に
、四

半
期
ご
と
に
目
ま
ぐ
る
し
く
利
益
を
上
げ
る
こ

と
は
出
来
な
い
。し
か
し
、四
半
世
紀
を
見
通
す

覚
悟
に
裏
打
ち
さ
れ
た
投
資
へ
と
地
域
住
民
が

共
同
で
乗
り
出
せ
た
時
、そ
こ
に
は
永
続
し
得
る

安
心
と
安
定
の
経
済
圏
が
生
ま
れ
る
。

お
わ
り
に
～
地
域
の
自
己
決
定
権
の
取
り
戻
し

　

来
る
べ
き
循
環
型
社
会
と
は
、毎
年
生
ま
れ
て

く
る
自
然
か
ら
の
恵
み
の
中
で
、賢
く
軽
や
か
に

暮
ら
す
社
会
の
あ
り
方
だ
。「
自
然
の
利
子
」は
、

地
域
ご
と
に
多
様
な
自
然
条
件
の
中
で
分
散
的

に
発
生
す
る
。従
来
の
大
規
模
・
集
中
型
あ
る
い

は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、循
環

型
社
会
は
到
底
設
計
・
運
営
で
き
な
い
。ま
た
、少

な
く
と
も
１
世
代
を
超
え
る
共
通
利
益
を
実
現

し
て
い
く
合
意
形
成
が
一
番
問
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、改
め
て
地
域
が
自
己
決
定
権
を
取

り
戻
し
て
い
く
制
度
設
計
が
不
可
欠
と
な
る
。自

図 3　1,000 人の村（＝循環自治区）におけるお金の流れ

積算根拠
①所得：島根県民平均所得：236 万円

（2012 年、「県民経済計算」島根県）、
②補助金：島根県 A 市における20 地区へ
の支払い額から、③食費：2016 年島根県
邑南町瑞穂地区データより、④交通費：島
根県中山間地域世帯（年収 400 ～ 500
万円）平均値 57,529 円より、⑤エネルギー
支払い額：邑南町計算データより、⑥医療費：
2017 年度国民健康保険データより、⑦介
護費：2018 年度邑南町データより ⑧農地
面積：2010 年度の全国中山間地域におけ
る1 人当たり平均面積から算出、⑨ 森林
面積：2010 年度の全国中山間地域におけ
る1 人当たり平均面積から算出
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治
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
、表
裏
一
体
な
の
だ
。令
和
は
、

「
大
合
併
」で
は
な
く
、大
い
な
る
自
治
の
取
り

戻
し
の
時
代
と
し
よ
う
。Pow

er to the People!
　

世
界
は
、無
数
の
地
元
で
出
来
て
い
る
。だ
か

ら
、多
様
で
美
し
く
強
靭
に
な
り
得
る
。小
さ
な

地
域
だ
か
ら
こ
そ
、個
々
の
人
間
が
生
き
た
証
を

記
憶
と
風
景
の
中
に
紡
い
で
行
け
る
。「
田
舎
の

田
舎
」の
覚
醒
に
期
待
し
た
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、著
者
が
２
０
１
０
年
イ

タ
リ
ア
、２
０
１
９
年
ド
イ
ツ・ス
イ
ス
を
視
察
し

た
中
で
、持
続
可
能
性
と
暮
ら
し
の
ゆ
と
り
を

感
じ
た
と
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

藤ふ
じ
や
ま山　

浩こ
う

一
般
社
団
法
人　

持
続
可
能
な
地
域
社
会

総
合
研
究
所　

所
長

１
９
５
９
年
、島
根
県
益
田
市
生
ま
れ
。一
橋

大
学
経
済
学
部
卒
業
。博
士（
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）。島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
等

を
経
て
２
０
１
７
年
よ
り
現
職
。総
務
省
地

域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、国
土
交
通
省
国

土
政
策
局「
住
み
続
け
ら
れ
る
国
土
専
門
委

員
会
」他
、国
・
県
委
員
多
数
。専
門
は
、中
山

間
地
域
論
、地
域
人
口
分
析
、地
域
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、地
域
経
済
、地
域
計
画
。著
書
に「
田

園
回
帰
１
％
戦
略
」、「
循
環
型
経
済
を
つ
く

る
」、「
地
域
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
る
」、「
小

さ
な
拠
点
を
つ
く
る
」（
農
文
協
）な
ど
。
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